
１、研究主題 
 

天仁屋小学校校内研修 
 

         自ら学び取る子の育虞 
－総合的な学習｢わたしたちにできること｣(福祉)の学習を通して一 
 

２、研究主題設定の主旨 
   ２１世紀の教育は〔生きる力〕の育成を基本とし、知識を教え込む教育から、子どもたちが自ら 
  学び、自ら考える教育の転換を目指す。それは知・徳・体のバランスのとれた教育を展開し、豊か 
  な人間性や問題解決能力、たくましい体を育むことであり、また生涯学習社会を見据えつつ、その 
  基礎的な資質を育成することである｡「総合的な学習の時間」はこのような期待を担って新設される。 
   本校は山間へき地校で､児童は素直で明るく、与えられたことには取り組むが､積極性に乏しく、 
  自分の考えを表現したり、他にわかりやすく発信したりすることが不得手である。また教科の学習 
  においては、基礎学力の充実が課題となっている。 
   このような今日的な教育課題と本校の児童の実態を踏まえて、「総合的な学習の時間 jのねらいか 
  ら学校行事を見直し、各教科、道徳、特別活動などと内容の関連を図った横断的・総合的な単元を 
  構想し、その中で子どもの興味・関心・疑問に基づいた課題を追求する学習を通して「自ら学ぶ」 
  児童の育成を図ることにした。学習の過程で、児童が多様な課題解決の方法を選択して問題を追求 
  したり、自然や人々との豊かな出会いなどを経験することによって、学び方やものの考え方などが 
  よりよく身につくのではないかと考え、本研究主題を設定した。 
３、研究仮説 
  仮説 1  
   教科、道徳、特別活動などと内容の関連を図った横断的・総合的な単元を構想し児童の興味・関心に

   もとづいた課題を設定することによって、児童は意欲的に学ぶであろう。 
  仮説 2  
   問題解決的な学習や体験的な学習を取り入れることによって、児童は進んで追求活動に取り組み、学

   び方やものの考え方がよりよく身につくであろう。 
  仮説３ 
   課題設定，自力解決，学習のまとめなどの学習の各段階に，練りあいや成果を共有したりする場を適

   切に設定することによって、共に学び合う態度や資質の育成が図れるであろう。 
４、研究の方針 
   １ 研究主題や研究内容などについて、全職員が共通理解して研究を進める。 
   ２ 全学級で研究主題に即した授業研究を行う。 
   ３ 計画に位置づけられた研究日以外にも、必要に応して会を招集する。 
   ４ 各教科や領域等においては、日々の授業の中で問題解決的な学習を取り入れるなどして自ら 
    学ぶ子の育成に努める。 
   ５ 学力向上対策を日々の実践に位置付け、校内研究主題との効果的な関連を図りながら推進する。

   ６ 研究先進校の授業を参観したり資料などを収集したりして、理論と実践の双方から研修を深 
    め、自らの自己変革に努める。 
                     
 



５、研究の内容及び方法 
  （１）研究の内容 

① 本校の児童の実態や地域の実態から、横断的・総合的な画題（環境、国際理解、福祉健康、
情報など）の中からどのような課題を選択するか。 

     ②主題や学習活動をどのように決定するか。                   ｊ 

     ③問題解決的な学習過程や体験的な活動をどのように取り入れるか。 
     ④子ども主体の学習にするために，教師はどのような支援をすればよいか. 
     ⑤子どもがゆとりをもって学習するには、日課長や時間割をどのように工夫すればよいか 

     ⑥子どもが自分の学習の仕方や過程や成果を，自覚したり振り返ったり修正したり出来る力 
      をつけるには、評価の在りかたをどのように工夫すればよいか。 
  （２） 研究の方法 

     ①文献や先連枝の研究資料を通して 
     ②授業研究を通して 
６、研究の計画 

  （１）年次計画 
     ①第１年次（平成１１年度）   一研究の内容 ①②③④ 
     ②第２年次（平成１２年度）   一研究の内容 ④⑤⑥ 

     ③第３年次（平成１３年度）   －研究の内容 ①～⑥ 
  （２）第２年次の研究計画と経過 
                                     ･ - 

 
回 月日（曜日） 研 修 内 容 提案者 

１ 4.5（水） 県、市の施策や努力点、学力向上対策について 校長、教頭 

２ 4.6（木） 研究主題、副主題、研究の内容など 研究主任 

３ 4.14（金） 本校の総合的な学習について ﾞ 

４ 5.8（金） ﾞ ﾞ 

５ 5.26（金） 理論研修「総合的な学習について」 

講話 国頭教育事務所指導主事 渡久地健先生 

ﾞ 

６ 6.13（火） お年寄りとの交流会について ﾞ 

７ 6.30（金） 総合的学習の進め方について ﾞ 

８ 7.24（月） コンピュータ研修① ﾞ 

９ 8.1（火） コンピュータ研修②（名護マルチメディア館） ﾞ 

10 8.21（月） 指導計画の検討 担 任 

11 9.8（金） 校内研修報告書の検討 研究主任 

12 9.29（金） 研究授業指導案作成 ﾞ 

13 10.6（金） 発表原稿の作成、検討 ﾞ 

14 10.20（金） 公開授業について ﾞ 

15 10.26（木） 全国へき地研究大会 公開授業（三原小にて） 担 任 

16 11.17（金） 総合的学習の反省、課題について 研究主任 

17 12.1（金） 教育課程編成について 校長、教頭 

18 12.22（金） ﾞ ﾞ 

19 1.12（金） ﾞ ﾞ 

20 1.26（金） ﾞ ﾞ 

21 2.9（金） ﾞ ﾞ 

22 2.23（金） ﾞ ﾞ 

23 3.2（金） 次年度の校内研修計画について 研究主任 

 



７、研究の全体構想   研究の全体構想  

自ら学び取る子の育成をめざして 

―横断的・総合的な学習を通して― 

研究主題 
◆豊かな自然環境◆少子高齢化 

◆学校に協力的◆素直で明るい 

◆積極性に欠ける◆基礎学力の充

実◆表現力の育成 

児童や地域の実態 

◆豊かな感性をもち学ぶ意欲のある子       ◆問題解決力のある子 

◆感じたことや考えたことを素直に表現できる子  ◆協力しながらなばり強くやりぬく

目指す子供像 

○仮説１ 教科、道徳、特別活動などと内容の関連を図った横断的・総合的な単元を構想し、児童の興味・関心に

基づいた課題を設定することによって、児童は意欲的に学ぶであろう。 

○仮説２ 問題解決的な学習や体験的な学習を取り入れることによって、児童は進んで追及活動に取り組み、学び

方やものの考え方がよりよく身につくであろう。 

○仮説３ 課題設定、自力解決、学習のまとめなどの各段階に、練り合いや成果を共有したりする場を適切に設定

することによって、共に学び合う態度や資質の育成が図れるであろう。 

研究仮説 

 
１ 児童や地域の実態を踏まえ、横断的・総合的な課

題からどのような課題をせっていするか。 
２ 単元の主題や学習活動をどのように設定するか。

３ 問題解決的な学習過程や体験的な活動をどのよ
うに取り入れるか。 
４ 子供主体の学習にするために教師はどのような

支援をすればよいか。 
５ 子供がゆとりをもって学習するには、日課表や時

間割をどのように工夫すればよいか。 
６ 子供が自分の学習の仕方や過程や成果を、自覚し
たり振り返ったり修正したりできる力を付ける

には、評価の在り方をそのように工夫すればよい

か。 

複式学級における効果的な学習指導の

工夫 
―個に応じた指導の工夫― 
◆ 「わたり」や「ずらし」の工夫 
・同単元指導、学年別指導 

◆ 主体的な学習習慣の育成 
・学習の手引き ・学習ガイド 
・ワークシートなど 

補習指導（習熟） 
―基礎学力の向上を目指して― 
◆ 毎週火曜日の6校時に位置付ける
（裁量） 

◆ 父母や教員との協力k指導で行う
◆ 算数科の基礎的基本的な内容の

定着を図る 
◆ 強化学習月間（11月）は六年生の
み対象全職員で指導に当たる 

研究の内容 

読書活動の推進 
―読書意欲を高めるための工夫― 
◆ お母さんの読み聞かせ 
◆ 朝や業間の読書チャレンジ 
◆ 中央図書館の利用 
◆ 読書期間や月間の取り組み 
◆ 調べ学習等、図書室の資料活用 

家庭学習の習慣化 
（校区生徒指導連絡協議会の研究主

題） 
―自ら学ぶ児童生徒の育成― 
◆ 課題の与え方の工夫 
◆ 点検活動と支援 
◆ 学習時間の設定 

◆ 基本的な生活習慣の形成を図るとともに、のぞましい人間関係を図る 
・６：３０運動の推進 ・あいさつの日常化 ・家庭学習の習慣化 ・学習準備の徹底 

研究主題 

家庭や地域社会との連携 

＝生きる力の育成＝ 

◆ 豊かな人間性、社会性、国際

社会に生きる日本人としての

自覚 

◆ 自ら学び、自ら考える力 

◆ 基礎基本の定着と個性を生か

す教育 

◆ 特色ある教育と学校づくり 

教育課程審議会答

申 

本校の教育目標と重要目標 

「よく考える子」「やさしい子」「たくましい子」 

◎自ら学び取る子の育成 ◎心豊かな子の育成 ◎粘り強く頑張る子の育成

◆自ら学ぶ意欲を育て、学

力の向上と豊かな表現力と

粘り強さを持つ児童の育成 

沖縄県の教育の目標 



８、研究の組織 
 

９、研究の概要 
 １ 横断的・総合的な単元について 

  （１）単元構成の視点 

 ※ 地域や子どもの実態から、本校で取り上げる「横断的・総合的課題」としては地域の豊かな 
  自然環境を生かした「環境」と、少子高齢化が進む中で思いやりやボランティア体験など豊か 

  な心の育成につながる「福祉」についてとりあげることにした。 
   本年度は、従来行われてきた「平和学習会」や「地域のお年寄りとの交流会］の学校行事を 
  「福祉」の視点でとらえ、ねらいを「総合的な学習の時問」から見直し、教科、道徳、特別活 

  動などと内容の関連をもたせた合科的・関連的な単元を構成する。なお「環境」については次 
  年度にとりあげることにした。 
  （２）時間の取り方について 

   本年度は，新教育課程への移行期間の１年次であるため，年間計画に位置付けられた教科、 
  道徳、学校行事、総合的学習の時間（本市の今年の基準は３５時間）でカウントする。それ以 
  外の時間は、裁量の時間（課外）として実施する。 

２ 育みたい力 
  （１）課題に気付く力（豊かな感性） 
  （２）学び方がわかりそれを活用する力 

  （３）やりぬく力（実践力） 
  （４）伝える力（コミュニケーション能力） 
  （５）自分を振り返る力（自己評価力） 

 

校 長 

教 頭 

全体会 

研究推進委員会 学力向上対策委員

低学年 

授業実践 

資料収集 

高学年 

授業実践 

資料収集 

中学年 

授業実践 

資料収集 

担任外 

よる TTに授業協力 

教材作成などの協力 

少子化高齢化、環境の悪化 

国際化・情報化社会 

 

 
〔生きる力〕 

豊かな人間性、問題解決能力、健康と体力 

現代社会の背景と教育課題 

福祉 
 

環境 
豊かな感性、学ぶ意欲 

表現力、粘り強さなど 

教師や親の願い 

豊かな自然環境 

少子化高齢化の進行 

学校に協力的 

地域の実態 

素直で明るい 

積極性に乏しい 

基礎学力の充実 

表現力の育成 

児童の実態 



１０，各学年の取り組み 

    総合的な学習へ繋ぐための横断的･総合的な生活科の単元構想(1，2 年) 

単元構成 総合計 35 時間(学活 3･生活 9･国語 4･体育 1･図工 8･道徳 2･行事 4,裁量 4) 

ねらい ◇地域や施設のお年寄りや、自分の祖父,祖母とさまざまなふれあい体験をすることによ 

      って､人とのかかわりの楽しさを知る。 

    ◇植物の世話や観察活動を通し、自分に関わる身のまわりの人のこと､事象(課題)に気 

      付き､じぶんにできることを考え伝えたり､実行する力を身につける。 

 
時
期
過
程
学習の流れ
（意識の流れ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行事　　　　　学級活動　　道徳　　教科

ボランティアに興味を
持つ
(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱて何だろう)
(よしやってみよう)
朝のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に
ついて話し合い､進ん
で実践する。

ふれあい､体験する、
何をしている所かな)
(どんな事をするのか
な)
（一緒にすると楽しい
な)
(こんなにお年寄りがい
るんだな)
計面を立て実行する
[喜んでもらいたいな]
[私たちに､できることは
何かな]
(やってみよう)
交流をする
(うれしいな)(楽しいな)
野菜を育ててよかっ
た。
教えてもらってよかっ
た。
野菜をﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄしたい
な
[喜んでもらえるかな]
楽しいな

活動を振り返る
学習した事を発表す
る。
[よかったな、楽しかっ

み
つ
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
っ
し
ん
す
る

四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
　
　
　
　
　
　
　
六
月
　
　
　
　
　
七
月
　
　
九
月
　
　
十
月

・実態調査の実施

朝のボランティア
活動で､水かけと観
察
を継続しておこな
う。
･厚生園訪問の計
画代表委員会に参
加

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
活動で､水かけと観
察
を継続しておこな
う。

お礼のお便り
招待のお手紙を書
く
朝の会　　　　　　１
交流会で唄うわら
べうたを練習する。

夏休み
自分の祖父､祖母
と
ふれあう。
ききとり活動もす
る。

学活（１）オリエンテーショ
ン

厚生園を訪問するため
のオリエンテーション
（学活）

生活（１）
夏の野菜をうえよ
う

体育（１）
名護厚生園での
出し物を練習しよ
う。

裁量（３）
名護厚生園訪
問

図工（４）
野菜をうえたこと
を絵にかこう

道徳（１）
体験して考えたり
わかったことを話
し合おう。

平和学習行事
（２）
地域に残る壕で
戦争体験者の話
を聞く道徳（１）

皆さんありがとう（感
謝）

朝の活動
野菜の収穫を
しよう

学活（１）
交流会の計画を立て
よう

生活（３）
野菜パーティーをし
よう

地域のお年寄りとの交流会（行事２）
昔のおもちゃづくりを体験しよう

国語（４）作文を
書く

図工（４）絵を
かく

活動のまとめをしよう（生
活４）

思い出発表会（生活１）（本
時）

日常生活
（朝の会・帰りの会、裁量、放課後



（２）学習計画(１，２年) 
過程 領域・単元 めあて 学習内容・活動 準備 形態・場所

全校
図工室

夏の野菜をう
える。

〔生活１〕
夏の野菜を植え
よう

おじいさんと一緒に野
菜の苗を植える。育て
方を考える。

苗
スコップ
じょうろ

教材園

これからの学
習の内容を知
り意欲をもつ。

〔学活１〕
オリエンテーショ
ン

「福祉」や「高齢化社
会」についての話を聞
く。学習内容を知り考

掲示資料
学習計画
表

教室

〔学活１〕
厚生園にいくオリ
エンテーション

厚生園の訪問
でしたいこを話
し合おう

どんな事をしたいか話
し合う。

学級会
ノート

学級教室

〔図工４〕
野菜をうえたこと
を絵にかこう

体験したことを
絵に表そう。

体験したことを思い出
して、生き生きとした絵
を描く。

画用紙
クレヨン
絵の具

体育館

〔裁量３〕
老人ホーム名護
厚生園の訪問

お年寄りとす
すんでふれあ
おう。

おしゃべりやレク
出し物エイサーとうた
「てぃんさぐぬ花」
昼食の配膳体験

出し物に使
う道具
太鼓・ばち

全校
厚生園

〔体育１〕
出し物の練習

喜んでもらえる
よう練習しよう

エイサーの練習 太鼓
ばち

写真 学級
教室

平和学習会
〔行事２〕お年寄
りに戦争体験を
聞く。

戦争の悲惨さ
を知り平和の
大切さを学ぶ。

お年寄りに戦争の体験
をきく。
話を聞いて平和、命の
尊さを考える。

ワーク

学級
教室

み
つ
け
る
／
か
か
わ
る

〔道徳１〕
みなさんありがと
う

生活科でのお
じいさんとのふ
れあいや平和
学習で体験し
て感じたことを
もとに、お年寄
りを敬う心をも
つ。

・生活科のやさいうえで
お世話になったおかげ
で野菜がたくさん収穫
できた事をふりかえり、
お年寄りの知恵のすご
さを見直し、かんしゃの
気持ちを持つ。戦中・
戦後を力を尽くして生
きてきたお年寄りのお
かげで平和な今、私達
があることを感謝する
気持ちをもつ。

写真
ワーク

全校
地域に残
る壕

〔道徳１〕
体験して考えたり
分かったことを話
し合おう。

名護厚生園を
訪ねて感じた
ことを話し合お
う

老人ホームに行って見
てお年寄りとふれあ
い、感じたことを話し合
おう。



過程 領域・単元 めあて 学習内容・活動 準備 形態・場所
〔生活３〕
サラダパーティを
しよう

パーティをひら
き感謝の気持
ちを伝えよう。

サラダパーティをして、
収穫の喜びを味わう。
お世話になったおじい
さんを招き、感謝の気
持ちを伝える。

エプロン
調理の材
料掲示物
お礼の手
紙

調理実習
家庭科室
教室

〔代表委員会〕
地域のお年寄り
との交流会の計
画を立てよう。

地域のお年寄
りが楽しめるよ
うな交流会の
計画をたてる。

上級生の代表委員会
に参加し、お年寄りと
の交流会でやりたいこ
とを考え、意見を出し
合いプログラムを決め
る。　　　　役割分担す

ワークシー
ト

全校
児童会室

〔学活１〕
地域のお年寄り
との交流会の計
画をたてよう。

地域のおとし
よりとふれ合う
計画を立てよ
う

代表委員会で話し合っ
たことをもとに、私たち
がしたいこと(出し物）
や、プレゼントについて
話し合う。

学級会
ノート

学級
教室

〔行事２〕
お年寄りちの交
流会

お年寄りに喜
んでもらえるよ
うに会を運営し
ふれあいを楽
しむ

あいさつ
うた「てぃんさぐぬ花」
エイサー
各学年のだしもの
わらべうたの踊り
「じんじん」
ふれあいタイム
（昔のおもちゃづくり）
おやつタイム

放送機器
BGM
ソテツの葉
アダンの葉
はさみ
カッター
お茶
おやつ

全校
体育館

〔図工４〕
楽しかった１日

おとしよりとふ
れあって楽し
かったことを絵
に表そう。

これまでのふれあい体
験を思い出し、他のし
かったことを絵に描く。

画用紙
クレヨン
絵の具

個別
教室

〔国語４〕
かんじたことを
（かく事を集めて）
作文

お年寄りとの
ふれあいで楽
しかったこと、
かんじたことを
作文に書く。

これまでの活動を振り
返り、活動のまとめとし
てお年寄りとのふれあ
いを通して感じたこと、
楽しかったことを文で

作文用紙
写真
日記

個別
教室

〔生活４〕
活動のまとめをし
よう。

これまでの活
動を振り返り
他の人に伝え
るにはどのよう
にまとめたらい
いか考え、準

これまでの活動を振り
返る。
発表する内容や、方法
や役割分担などを決め
る。

絵、写真
作文
日記

一斉
話し合い
教室

本時
〔生活１〕
思いでの発表会

これまでの活
動をふりかえり
私達にできる
ことをつたえよ

学習活動を振り返り、
したことや思ったことな
どを声の大きさや発声
などに気をつけて発表

発表資料
作文
絵

全校
一斉
教室

か
か
わ
る
／
は
っ
し
ん
す
る



総合的な学習の時間の単元構想（３・４年） 

単元構成 総合計４５時間（総合的な時間２７ 行事４ 道徳４ 学級活動１ 体育 1  ALT8） 

ねらい ◆お年寄りと触れ合う体験を通して、自分にできることは何かに気づく。 

◆学習活動の計画や実践を通して、自ら活動する実践的な態度を身につける。 

時
期
過
程
学習の流れ（意識
の流れ）

日常生活　　　　　　行事　組合　道徳　学級活動　教科
（朝・帰りの会、裁量、放課後）

み
つ
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
か
か
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
は
っ
し
ん
す
る

４
月
　
　
５
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
　
　
９
月
　
　
１
０
月

ボランティアに興味
を持つ（今年は何
をしようかな）

　
体験し、課題を見
つける
（喜んでくれたよ）
計画を立てて実行
する
（今年は○○をしよ
う）

自分たちの地域で
できる活動をしよう
（わたしのおじい
ちゃんおばあちゃ
んにも喜んでほし
いな）

交流を楽しむ
（楽しいな、うまく
いったよ）

活動を振り返る
（これからもがんば

実態調査の実施

代表委員会①
名護厚生園訪問
の計画を立てよ
う

代表委員会①
お年寄りとの交
流会の計画を立
てよう。
プレゼントを作ろ
う。

◆家庭学習
みんなのための
福祉読本「福祉
の心」を読もう

◆敬老の日につ
いて話し合おう

全校オリエンテーション①

道徳①
「やさしいなみだ」

課題作り③ 体育①
名護厚生
園での出
し物の練
習

福祉施設（名護厚
生園）を訪ねる⑤

平和学習
会②地域
に残る壕
で戦争体
験者の話
を聞く

道徳①
体験をふりかえりっ
て

地域のお年寄りを訪ねてみる
③

学級活動①
お年寄りとの交流
会の計画を立てる

地域のお
年寄りと
の交流会
②
「昔のおも
ちゃ作り」

道徳①
体験をふりかえりっ
て

お年寄りの世話をし
ている人（ヘル
パー）の話を聞こう
①

道徳①
「一人ぐらしのお
ばあちゃん」

地域のお年寄りを訪ねてみる
⑤
活動のまとめをしよう⑧

思い出の発表会①
「伝えよう、わたしたちにできること」・・本



（２）学習計画 ３，４年 

過程 領域・単元 め　あ　て 学習内容・　活動 準備 形態(場所)
　［総合］①
オリエンテーション
　L総合］①
課題作り
E道徳]
｢思いやりの心｣

・相手の立場や気時ち
　を考えて温かく親切
　にする心情を育てる

・人に親切にしだこと、されたこ
　とを思い出して発表する。
・「思いがけない春」を読んで
　主人公の心情を考える。

・ワークシート ・一斉
(教室)

　［総合］①
インターネットで
他校の福祉活動を
調べよう。

・インターネットの使
　い方を知るとともに
　福祉活動の多様性に
　気づく。

・インターネットの使い方の説明
　を聞く。
・友達と協力して実際に情報を収
　集する。
・得た†奇報から他校の福祉活動を
　学ぶ。

・ファイル ・グループ

　E代表委員会］①
厚生園訪問の計画
をたてよう。

ｒ入居者が楽しめるよ
，うな交流会の計画を
　立てる。

・交流会の意変について説明を聞
　く。
・入居者の立場にたって、意Ｑを
　出し合いプログラムを決める。
・役割分担をする。

｡･記録用紙。 ・３年以1
(児童会室

ﾓ道徳］①
「東風園の人たち」

・動労の意義を理解し
　社会のために奉仕し
　ようとする態度を養
　う。

・自分かやりたい仕事について話
　合う。
・自分たちができることでみんな
　のためになることはどんなこと
　があるか考える。

・ワークシート ･･-･斉
　(教室)

　［総合］⑤
厚生園を訪ねよう。

・お年寄りと進んで触
　れ合い楽しむ。
・お年寄りにインタビ
　ューし、お年寄りの
　ことを知る。

・あいさつ
・出し物「エイサー」「てぃんさぐ
　ぬ花」
・インタビュー

・ワークシート ・全校
(厚生園)

　L学活］①
お礼の手紙を書こう

・お礼の気持ちを手紙
　で表す。

・お礼の手紙を書く。 ・色画用紙 ・グしルーフ
　(教室)

　［総合］④
地域のお年寄りを
訪ねよう

・地域の一人ぐらしの
　お年寄りを訪ね交流
　を持ちお年寄りに喜
　んでもらう。

・公民館で一人ぐらしのお年寄り
　について調べる。
・分担をし、手紙を書き、届ける。
(ハッピーメールデー)

・住宅地図
・色画用紙

･一斉
・公民館

　［総合･裁量］③
地域のお年寄りとの
交流会の準備をしよ
　つ。

・地域のお年寄りとぶ
　れ合うために招待状
　を作り、プレゼント
　を作る。

・お年寄りに喜ばれる招待状や
　ブレゼントを作成する。

・色画用紙

・全校
(図工室)

み
つ
け
る
　
　
　
　
　
　
　
／
か
か
わ
る

・総合的学習の内容が
　わかり課題を持つ。

・「福祉」や［高齢化社会」につ
　いての話を聞く。
・学習内容を知り、自分なりの
　課題を持つ。

・掲示資料
・学習計画表



過程 領域・単元 めあて 学習内容・活動 準備 形態(騒)
　[裁量]
お年寄りへの
プレゼントを
作ろう。

＊地域のお年寄り
　と触れ合うため
　にプレゼント作
　りをする。

＊喜ばれるプレゼントを作る。
＊分担して作る。

＊色画用紙 ＊学級
(教室)

　[行事２]
お年寄りとの
交流会。

＊お年寄りに喜ん
　でもらえるよう
　に会を運営し、
　触れ合いを楽し
　む。

＊歌
＊エイサー
＊各学年の出し物
＊触れ合いタイム(昔のおも
ちゃ作り)
＊おやつタイム

＊放送機器
＊ＢＧＭ
＊太鼓
＊ｿﾃﾂの葉
＊ｱﾀﾞﾝの葉
＊はさみ

＊全
　(磁)

　[道徳１]
体験して、考
えたこと、分
かったことを
話し合おう。

＊お年寄りとの交
　流会を通して考
　えたこと、分か
　ったことを話し
　合おう。

＊お年寄りとの交流会を通して
　考えたこと、分かったことを
話
　し合う。

＊ワーク
　シート

＊学級
(教室)

　[家庭学習]
みんなのため
の福祉読本
　｢福祉の心｣
を読もう。

＊福祉の心を考え
　意欲を持つ。

＊親子で読書し、感想を話し、
福
　祉について一緒に考える。

＊智心」
＊ワーク
　シート

＊個別
(家庭)

〔総合１〕
お年よりの世
話をしている
人（ヘルパー
）の話を聞こ
う。

＊相手の身になっ
　て思いやり、進
　んで栽切にしよ
　うとする心情を
　育てる。

＊お年寄りの世話をしている人
の
　話しを聞き、自分達の学習の
参
　考にする。

＊ワーク
　シート

＊学級
(地域)

〔道徳1〕
「一人ぐらし
のおばあちゃ
　ん」

＊お年寄りに対し
　て思いやりの心
　をもって接し、
　進んで親切にし
　ようとする心情
　を育てる。

＊「一人ぐらしのおばあちゃ
ん」
　を読んで話し合う。
＊次の活動内容を確認し、意欲
を
　持つ。

＊ワーク
　シート

1置

　[総合５]
進んで親切に
…お年寄りを
たずねてみよ
う。

＊相手の身になっ
　て思いやり、進
　んで親切にしよ
　うとする心情を
　育てる。

＊お年寄りの家を訪ね、清掃、
お
　話をする。
＊身近にいる、お年寄りのこと
を
　発表する。

＊ワーク
　シート
＊清掃用具

＊学級
(教室)

　[総合８]
活動のまとめ
をしよう。

＊これまでの活動
　を振り返り他の
　人に伝えるには
　どのように発表
　したらいいか考
　え準備する。

＊これまでの活動を振り返る。
＊発表することと発友方法を決
め
＊泰4し、発表の練習をする。

＊とりのこ
　用紙
＊画用紙
＊原稿用紙
＊ワークシ
ート集

＊ｸﾞﾙｰﾌﾞ
(教室)

〔本時〕[総
合１]伝えよ
うわたしたち
にできること

＊これまでの活動
　を振り返り自分
たちにできることを
他の人に伝える。

＊これまでの活動を振り返り自
分たちにできることを他の人に
発表する。

＊放送機
器
＊各自の
資料

＊全校
（図書
室)

／
は
っ
し
ん
す
る



総合的な学習の時間の単元構想（５・６年） 

単元構成 総合計４４時間（総合的な時間２７ 行事４ 道徳４ 学級活動１ 体育 1  ALT8） 

ねらい ◆お年寄りと触れ合う体験を通して、自分にできることは何かに気づく。 

◆学習活動の計画や実践を通して、自ら活動する実践的な態度を身につける。 
時
期
過
程
学習の流れ（意識
の流れ）

日常生活　　　　　　行事　組合　道徳　学級活動　教科
（朝・帰りの会、裁量、放課後）

み
つ
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
か
か
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
は
っ
し
ん
す
る

４
月
　
　
５
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
　
　
９
月
　
　
１
０
月

テーマに興味をも
つ
・去年の活動
は・・・・
・今年は・・・をがん
ばるぞ

福祉の仕事や考え
方にふれ意識をも
つ
・こんな仕事がある
んだね

自分にできる
福祉活動を考え
る。
・こんな活動がある
んだね

自分にできる福祉
活動を体験する。
・わたしにもできる
ぞ
・よろこんでもらえ
たよ
・ハッピーメール
デー
地域でできる活動
に挑戦する。
・わたしたちのおじ
いちゃんおばあ
ちゃんに喜んでほ
しいなあ。

交流を楽しむ

道徳①
「東風園
の人た
ち」

実態調査の実施

インターネットで
の調べ学習。

代表委員会　裁
量
厚生園訪問の計
画をたてよう①

代表委員会　裁
量
お年寄りとの交
流会の計画を立
てよう①

交流会のプレゼ
ントや招待状を
つくろう。

全校オリエン
テーション①

道徳①
「思いやり
の心」

課題作り①

インターネットで他
校の福祉活動を
調べよう①

福祉施設（厚生園）
を訪ねよう⑤

地域のお年寄りを
訪ねよう④

総合②
お年寄りとの交流会の
準備をしよう。

学活①
厚生園にお礼
を書こう

道徳②
体験をふりかえっ
て話し合おう。

平和学習、総合①・行事②
戦争の体験を聞く。

行事②
お年寄りとの交流
会
昔のおもちゃ作り

お年寄りと話そう
聞いて調べよう⑤

活動のまとめをしよ
う⑥

思いで発表会①[本時]
（伝えよう、わたしたち
にできること）



（２）学習計画 ５，６年 

過程 領域・単元 め　あ　て 学習内容・　活動 準備 形態(場所)
　［総合］①
オリエンテーション
　［総合］①
課題作り
[道徳]
｢思いやりの心｣

・相手の立場や気持ち
　を考えて温かく親切
　にする心情を育てる

・人に親切にしだこと、されたこ
　とを思い出して発表する。
・「思いがけない春」を読んで
　主人公の心情を考える。

・ワークシート ・一斉
(教室)

　［総合］①
インターネットで
他校の福祉活動を
調べよう。

・インターネットの使
　い方を知るとともに
　福祉活動の多様性に
　気づく。

・インターネットの使い方の説明
　を聞く。
・友達と協力して実際に情報を収
　集する。
・得た†青報から他校の福祉活動
を

・ファイル ・クルーブ

　［代表委員会］①
厚生園訪問の計画
をたてよう。

ｒ入居者が楽しめるよ
．うな交流会の計画を
　立てる、

･交流会の意義について説明を聞
　く。
・入居者の立場にたって、意見を
　出し合いブログラムを決める。
・役割分担をする。

.･記録用紙。 ・３年以上
(児童会室)

l道徳］①
「東風園の人たち」

・動労の意義を理解し
　社会のために奉仕し
　ようとする態度を養
　う。

・自分かやりたい仕事について話
　合う。
・自分たちができることでみんな
　のためになることはどんなこと
　があるか考える。

・ワークシート ・一斉
(教室)

　［総合］⑤
厚生園を訪ねよう。

・お年寄りと進んで触
　れ合い楽しむ。
・お年寄りにインタビ
　ューし、お年寄りの
　ことを知る。

・あいさつ
・出し物「エイサー」「てぃんさ
ぐ
　ぬ花」
・インタビュー

・ワークシート ・全校
(厚生園)

［学活］①
お礼の手紙を書こう

・お礼の気持ちを手紙
　で表す。

・お礼の手紙を書く。 ・色画用紙 ・グループ
　(教室)

　［総合］④
地域のお年寄りを
訪ねよう

・地域の一人ぐらしの
　お年寄りを訪ね交流
　を持ちお年寄りに喜
　んでもらう。

・公民館で一人ぐらしのお年寄り
　について調べる。
・分担をし、手紙を書き、届け
る。

・住宅地図
・色画用紙

･一斉
・公民館

　［総合･裁量］③
地域のお年寄りとの
交流会の準備をしよ
　つ。

・地域のお年寄りとぶ
　れ合うために招待状
　を作り、プレゼント
　を作る。

・お年寄りに喜ばれる招待状や
　ブレゼントを作成する。

・色画用紙

・全校
(図工室)

 
 
 
み
つ
け
る
 
 
 
 
 
 
 
/
 
 
 
 
 
 
 
か
か
わ
る

・総合的学習の内容が
　わかり課題を持つ。

・「福祉」や「高齢化社会」につ
　いての話を聞く。
・学習内容を知り、自分なりの
　課題を持つ。

・掲示資料
・学習計画表



過程 領域・単元 め　あ　て 学習内容・　活動 準備 形態(場所J
　［代表委員会］
①
お年寄りとの交流
会
の計画をたてよ
う。

・お年寄りが楽しめる
　ような交流会の計画
　を立てる。

・交流会の意義について説明を聞
　く。
・お年寄りの立場に立って意見を
　出し合いブログラムを決める。
・役割分担をする。

・記録用紙 ・全校
(児童会
室ぅ

　[総合・行事1③
お年寄りから戦争
の
体験を聞く。

・戦争の悲惨さを知り
　平和の大切さと命の
　　　　　尊さを学ぶ

・お年寄りから戦争の体験を聞
く。
・聞いて学んだことをまとめる。

・ワークシート ・全校
　（ごう）

　［行事］②
お年寄りとの交流
会

・お年寄りに喜んでも
　らえるように会を運
　営し触れ合いを楽し
　む。

・司会進行
・エイサー
・各学年の出し物
・触れ合いタイム（昔のおもちゃ
　作り）
・おやつタイム

・放送機器
・ＢＧＭ
・ソテツの葉
・アダンの葉
・はさみ
・お茶おやつ

・全校
(体育館)

　［総合］⑤
お年寄りに聞いて
調べよう｡･

・進んでお年寄りと話
　し、教えてもらう。
・お年寄りを敬う心を
　もつ。

・お年寄りを訪ね。
「うかみまあち」について聞く。
　・うかみまあちのそばで昔何を
　　したか。
　・うかみまあちは戦争のときど
　　うだったか。
　・うかみまあちについてどう思
　　うか。
　・うかみまあちらことで子供だ
　　ちに言いたいことは何か．

・ワークシート ・グルー-
プ
(お年寄り
　の家)

　［総合］⑥
活動のまとめをし
よ
う。

・これまでの活動を振
　り返り、他の人に伝
　えるにはどのように
　発表したらいいのか
　考えて準備する。

・これまでの活動を振り返る。
・発表することと発表方法を決め
　る。
・準備し、発表の練習をする。

・ＴＰ用紙
・ワークシート

・グループ
　（教室）

[総合]本時
(思いで発表会)
伝えよう。
わたしたちにでき
る
こと。

・これまでの活動を据
　り返り、自分たちに
　できることを他の入
　に伝える。

・これまでの活動を振り返り、自
分
　たちにできることを発表する。

・全校一斉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
っ

し
ん
す
る



１１，実践資料 活動まとめ（公開授業本時案）１０月２６日（木曜日）公開授業Ⅱ 場所 三原小 

○対象 天仁屋小学校 全校児童１５人（１年生３人、２年生２人、３年生４人、４年生１人、５年生４人、６年生１人）

○指導者 １・２年担任 金城尚子（Ｔ１）３・４年担任 森田茂（Ｔ２）５・６年担任 大城直子（Ｔ３） 

（１） 単元名「わたしたちにできること」（福祉） 

    本時「伝えよう わたしたちにできること」（１・２年生活９／９、３・４年２７／２７、５・６年２７／２７）

（２） ねらい 

・ これまでの学習を振り返り、実践を発表しあうことによって成果を共有化すると共に、発表力や表現力をそ

だてる。 

・ お互いの実践のよさや努力を認め合い、今後の生活や学習に生かそうとする意欲を持つ。 

（３） 展開 

過程 学習の流れ 学習の留意点及び教師の支援 準備 

  ○学習の目当てと学習の流れを確かめる。 

・本時は単元のまとめであることを知らせ、お互いの実践の

発表を聞き、感想や意見交換を行う。 

○発表する時や聞く時の注意事項を確認する。 

・聞く→よいところを見つけながらしんけんに聞く。 

・発表→はっきりとした発声でわかりやすく。 

○発表と話し合いは、高学年の児童の司会で進める。 

 

○絵本による１、２年の発表 

 １、２年生のめあて 

   「これまでに学習したことの中から、思い出に残った

ことを絵や文で伝える。」 

 

○ビデオ等による３、４年の発表 

   「これまでの活動を振り返り、自分たちに出来ること

を他の人に伝える。」 

 

○ＯＨＰによる５、６年の発表 

   「これまでの活動を通して考えたことを分かりやすく

発表し、お互いの実践の良さを認め合い、今後の生活や学習

に生かす。」 

 

○お互いの活動の良かった点などについて話し合う。 

（相互評価） 

○今後、私達ができることについて話し合い、提案する。 

○本時や単元全体の学習を通して、良かった点や改善点など

について振り返り、ワークシートに書く。 

○友達の感想を聞いて深め合い、実践化への意欲を持つ。 

 

 

・掲示資料 

（めあて、学習の

流れ） 

 

・移動黒板 

・テーブル 

 

・発表資料 

 

 

 

 

・発表資料 

 

 

 

・発表資料 

 

 

 

 

・ワークシート 

 

 

 

・ワークシート 

 

 

（４）評価 

◇ これまでの学習を通して心に残ったことを、自分なりの方法で他の人に伝えることが出来たか。 

◇ お互いの実践のよさや努力を認めあえたか。 

◇ 自分の「できたこと」や「できなかったこと」などについて自覚し、今後の生活や学習に生かそうとする意欲がもて

たか。 

はじめ 

まとめ 

話し合い 

質疑 

質疑 

質疑 

１・２年生の発表

３・４年生の発表

５・６年生の発表

Ｔ２ 

Ｔ１ 

Ｔ２ 

Ｔ３ 

Ｔ１，２，３

Ｔ３ 

導 
 
 

入 

展 
 
 
 

開 

終 
 
 

末 



総合的な学習「わたしたちにできること」 

   月  日（  ）  

    年    名前              

「伝えよう！わたしたちにできること」 
☆ 発表会での自分のめあてを書きましょう。 

☆ お友達の発表を聞いてわかったことや思ったことを書きましょう。（話し合い①） 

   

発表者 わかったこと・思ったこと・よいところ・直した方がいいところ・疑問など 

                                      

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

 

☆ これから、わたしたちにできそうなことについて話し合ったことを書きましょう。（話し合い②） 

☆ これまでの学習を振り返りましょう。（◎よくできた ○だいたいできた △がんばろう） 

ふり返りのこうもく ◎○△ 感想を書きましょう 

① かだいをもち学習できたか  

② すすんでお年寄りとふれあう

ことができたか 
 

③ いろいろな方法で調べること

ができたか 
 

④ 調べたことを記録したりまと

めたりすることができたか 
 

⑤ わかりやすく発表することが

できたか 
 

⑥ しっかり聞き、質問や意見を言

うことができたか 
 

 

今回の学習について                 

                          

                          

                          

                          
「わたしたちにできること」の単元全体について    

                          

                          

                          

                          

                          

 

                                                 

                                                 

 


